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資
料
紹
介
秋
山
家
書
簡
の
紹
介
佐
賀
県
立
図
書
館
資
料
課
郷
土
調
査
担
当
石
橋
道
秀
・
川
久
保
美
紗
・
串
間
聖
剛
野
口
禎
子
・
本
田
佳
奈
は
じ
め
に
佐
賀
県
立
図
書
館
で
は
︑
平
成
一
九
年
︵
二
〇
〇
七
︶
度
か
ら
図
書
館
先
進
県
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
歴
史
資
料
の
整
備
に
着
手
し
た
︒
ま
た
︑
平
成
二
一
年
度
か
ら
は
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
︵
以
下
︑﹁
セ
ン
タ
ー
﹂︶
と
の
連
携
に
よ
り
︑
北
川
家
資
料
や
石
橋
家
資
料
な
ど
の
資
料
を
整
理
し
た
︒
こ
れ
ら
の
一
部
は
既
に
公
開
し
︑
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
︒
本
稿
で
は
﹁
セ
ン
タ
ー
﹂
と
の
連
携
に
よ
り
整
理
し
た
資
料
群
か
ら
﹁
塚
原
嘉
一
郎
関
係
資
料
︵
以
下
︑
﹁
資
料
﹂︶﹂
を
紹
介
す
る
︒
こ
の
﹁
資
料
﹂
は
︑
佐
賀
市
出
身
の
塚
原
嘉
一
郎
︵
一
八
七
六
～
一
九
六
○
︶
氏
が
遺
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
で
︑
平
成
二
二
年
七
月
二
日
︑
氏
の
御
長
女
か
ら
佐
賀
県
立
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
︒︵
以
下
敬
称
略
︶
﹁
資
料
﹂
の
概
要
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
︑
塚
原
嘉
一
郎
と
そ
の
妻
與
志
︵
秋
山
好
古
の
長
女
︒
よ
志
︑
よ
志
子
︑
與
志
子
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が
本
稿
で
は
﹁
與
志
﹂
で
統
一
す
る
︶
に
宛
て
た
秋
山
好
古
の
書
簡
や
︑
好
古
の
弟
で
あ
る
真
之
の
書
簡
等
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
整
理
を
終
え
た
書
簡
と
一
部
の
資
料
を
︑
平
成
二
三
年
一
月
一
五
日
︵
土
︶
～
二
月
二
〇
日
︵
日
︶︑
佐
賀
県
立
博
物
館
に
お
い
て
特
別
展
示
﹁
秋
山
好
古
・
真
之
の
手
紙
﹂
と
し
て
公
開
す
る
機
会
を
得
た
︒
そ
の
後
︑﹁
資
料
﹂
全
体
の
整
理
が
一
段
落
し
︑
次
の
よ
う
な
書
簡
も
含
む
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
①
與
志
の
母
多
美
の
書
簡
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
︒
多
美
は
好
古
の
妻
で
あ
る
が
︑
こ
の
よ
う
に
秋
山
家
関
係
の
書
簡
が
ま
と
ま
っ
て
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
稀
な
よ
う
で
あ
る
︒
管
見
の
限
り
で
は
︑
平
成
二
一
年
に
発
見
さ
れ
た
秋
山
哲
児
氏
︵
好
古
孫
︶
所
蔵
の
書
簡
七
通
程
度
で
あ
り
︑
今
回
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
数
の
発
見
は
極
め
て
稀
で
あ
ろ
う
︒
佐
賀
市
出
身
の
塚
原
嘉
一
郎
を
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
︑
明
治
か
ら
大
正
時
代
を
軍
人
と
し
て
生
き
た
秋
山
兄
弟
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
が
出
現
し
た
こ
と
に
な
る
︒
②
孫
逸
仙
︵
孫
文
︶
や
国
民
党
に
関
す
る
書
簡
︑
辛
亥
革
命
を
支
え
た
宮
崎
滔
天
の
書
簡
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
︒
今
年
︵
二
〇
一
一
年
︶
は
︑
辛
亥
革
命
百
周
年
に
あ
た
る
︒
嘉
一
郎
は
書
簡
の
内
容
か
ら
︑
そ
の
後
も
孫
文
の
革
命
を
資
金
面
か
ら
支
え
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
秋山家書簡の紹介
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れ
る
︒
一
部
の
書
簡
は
先
行
研
究
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
も
の
の
︑
革
命
に
関
わ
っ
た
人
物
に
関
す
る
資
料
の
出
現
に
よ
っ
て
今
後
の
東
ア
ジ
ア
史
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
︒
本
稿
は
四
章
構
成
で
あ
る
が
︑
ま
ず
﹁
資
料
﹂
の
概
要
を
述
べ
た
後
︑
塚
原
嘉
一
郎
の
略
歴
を
述
べ
る
︒
そ
の
後
︑
塚
原
嘉
一
郎
と
秋
山
家
と
の
関
係
に
触
れ
︑
塚
原
嘉
一
郎
及
び
與
志
宛
の
書
簡
︵
好
古
・
真
之
書
簡
二
六
通
の
他
︑
多
美
書
簡
︶
に
絞
り
︑
書
簡
の
画
像
と
翻
刻
文
と
を
併
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
︒
ま
た
︑
参
考
と
し
て
嘉
一
郎
と
與
志
の
婚
儀
に
際
し
︑
父
好
古
が
娘
夫
婦
の
た
め
に
揮
毫
し
た
資
料
を
翻
刻
掲
載
し
た
︒
な
お
︑﹁
資
料
﹂
は
ま
だ
整
理
中
で
あ
る
た
め
︑
原
本
の
閲
覧
等
の
対
応
は
行
っ
て
い
な
い
︒
今
後
整
理
が
終
了
次
第
︑
公
開
を
行
う
予
定
で
あ
る
︒
一
塚
原
嘉
一
郎
関
係
資
料
の
概
要
﹁
資
料
﹂
は
塚
原
嘉
一
郎
に
関
す
る
資
料
が
中
心
で
あ
る
︒﹁
資
料
﹂
は
段
ボ
ー
ル
箱
一
箱
︵
以
下
︑
①
と
呼
称
︶
と
塚
原
嘉
一
郎
の
鞄
二
個
︵
以
下
︑
②
・
③
︶︑
及
び
紙
袋
一
袋
︵
以
下
︑
④
︶
に
収
め
ら
れ
て
い
た
︒
こ
れ
ら
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒
な
お
︑
資
料
名
に
は
﹁
﹂︵
或
い
は
︹
︺︶
を
付
し
た
が
︑︵
︶
の
図
塚
原
に
続
く
四
桁
の
番
号
は
請
求
記
号
で
あ
る
︒
①
の
資
料
は
︑
さ
ら
に
六
つ
の
封
筒
に
分
け
て
収
め
ら
れ
︑
明
治
四
〇
年
代
～
昭
和
三
〇
年
頃
ま
で
の
資
料
で
あ
る
︒
今
回
紹
介
す
る
秋
山
家
書
簡
や
名
刺
の
他
︑
コ
ス
チ
ナ
塚
原
鉱
業
や
東
杵
島
炭
鉱
に
関
係
す
る
書
類
︵
昭
和
七
年
︵
一
九
三
三
︶
頃
図
塚
原
〇
二
八
八
︶︑﹁
日
支
組
合
規
約
﹂︵
大
正
六
年
︵
民
国
六
年
︑
一
九
一
七
︶
六
月
一
一
日
図
塚
原
〇
三
五
〇
︶︑﹁
室
井
技
師
報
告
書
﹂︵
大
正
七
年
八
月
九
日
図
塚
原
〇
三
六
三
︶
等
の
石
炭
関
係
の
資
料
が
中
心
で
あ
る
︒
②
の
資
料
は
︑
大
正
元
年
︵
一
九
一
二
︶
～
昭
和
三
三
年
︵
一
九
五
八
︶
頃
ま
で
の
五
〇
年
間
に
亘
る
も
の
で
あ
り
︑︹
香
焼
島
周
辺
の
鉱
区
図
︺︵
時
代
不
明
図
塚
原
〇
四
〇
八
︶︑﹁
興
寧
組
合
規
約
﹂︵
一
九
一
八
年
四
月
二
〇
日
図
塚
原
〇
四
五
九
︶︑﹁
支
那
広
東
省
旧
嘉
応
州
管
内
鉱
山
調
査
報
告
﹂︵
一
九
一
八
年
三
月
︑
図
塚
原
〇
三
三
四
︶
等
石
炭
関
係
の
資
料
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
︒
③
の
資
料
は
︑
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
か
ら
昭
和
三
〇
年
︵
一
九
五
五
︶
頃
ま
で
の
資
料
で
︑
②
の
資
料
と
時
代
︑
内
容
が
重
複
し
て
い
る
︒﹁
長
崎
港
外
香
焼
嶋
炭
砿
用
再
開
坑
ニ
就
テ
﹂︵
昭
和
一
三
年
︵
一
九
三
八
︶
五
月
二
五
日
図
塚
原
〇
六
五
一
︶︑
﹁
北
樺
太
石
炭
利
権
契
約
訳
文
﹂︵
一
九
二
六
年
二
月
二
三
日
図
塚
原
〇
八
〇
九
︶︑
︹
北
樺
太
コ
ス
チ
ナ
炭
礦
株
式
会
社
登
記
簿
謄
本
︺︵
一
九
三
二
年
四
月
一
六
日
図
塚
原
〇
八
一
七
︶︑
ロ
シ
ア
語
の
書
簡
等
を
含
む
資
料
で
あ
る
︒
④
に
は
書
画
等
の
ま
く
り
が
収
め
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の
よ
う
に
東
ア
ジ
ア
の
研
究
に
と
っ
て
歴
史
的
価
値
の
高
い
も
の
を
多
数
含
ん
で
い
る
︒
二
塚
原
嘉
一
郎
嘉
一
郎
は
︑
明
治
九
年
︵
一
八
七
六
︶︑
佐
賀
郡
新
北
村
︵
現
在
の
佐
賀
市
諸
富
町
︶
寺
井
津
に
元
佐
賀
藩
士
塚
原
佐
一
・
イ
ノ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
(１
)
た
︒
慶
應
義
塾
を
卒
業
後
︑
三
井
物
産
︵
三
井
洋
行
︶
に
入
社
し
た
︒
そ
の
後
の
活
動
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒
・
三
井
物
産
を
退
社
し
た
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶︑
中
国
の
鉱
業
と
主
要
物
産
開
発
を
目
的
と
し
た
日
支
組
合
規
約
の
締
結
や
広
東
省
興
寧
鉄
山
の
開
発
契
約
締
結
に
深
く
関
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わ
っ
(２
)
た
︒
・
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶︑
製
鉄
用
の
コ
ー
ク
ス
原
料
と
し
て
定
評
の
あ
っ
た
長
崎
県
高
島
炭
田
香
焼
島
の
採
鉱
区
を
買
収
し
た
︒
・
大
正
九
年
︵
一
九
二
〇
︶
の
尼
港
事
件
︵
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
事
件
︶
後
︑
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
領
北
樺
太
︵
現
在
の
サ
ハ
リ
ン
︶
の
コ
ス
チ
ナ
炭
坑
︑
ポ
ロ
ウ
ィ
ン
カ
炭
坑
の
経
営
に
関
わ
っ
た
︒
・
大
正
一
四
年
︵
一
九
二
五
︶︑
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
利
権
会
議
︵
日
ソ
利
権
会
議
︶
に
は
日
本
政
府
の
推
薦
に
よ
り
︑
石
炭
に
関
す
る
利
権
代
表
と
し
て
参
加
し
た
︒
・
昭
和
七
年
︵
一
九
三
二
︶
以
降
︑
東
杵
島
炭
坑
︵
小
城
郡
砥
川
村
︑
現
在
の
小
城
市
牛
津
町
︶
の
経
営
に
台
湾
財
界
の
後
宮
信
太
郎
︑
赤
司
初
太
郎
︑
田
中
清
等
と
︑
炭
田
開
発
と
会
社
運
営
に
山
口
慶
八
︑
新
井
琴
次
郎
等
と
あ
た
っ
た
︒
・
昭
和
一
四
年
︵
一
九
三
九
︶︑
唐
津
海
員
養
成
所
︵
現
在
の
国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校
︶
設
置
に
当
た
っ
て
は
逓
信
省
と
交
渉
し
︑
設
置
の
実
現
に
尽
力
し
た
︒
・
戦
後
も
福
岡
県
苅
田
炭
坑
︑
長
崎
県
高
島
炭
坑
等
に
関
わ
り
続
け
た
︒
三
塚
原
嘉
一
郎
と
秋
山
家
嘉
一
郎
は
︑
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
七
月
二
三
日
︑
秋
山
好
古
の
長
女
與
志
を
妻
と
し
て
迎
え
(３
)
た
︒
二
人
の
婚
儀
に
際
し
揮
毫
し
た
書
の
翻
刻
を
参
考
と
し
て
後
掲
し
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
︒
ま
た
︑
嘉
一
郎
は
︑
本
稿
で
取
り
上
げ
た
書
簡
の
内
容
か
ら
︑
三
井
物
産
︵
三
井
洋
行
︶
上
海
支
店
在
籍
中
の
遅
く
と
も
明
治
四
一
年
︵
一
九
〇
八
︶
頃
ま
で
に
秋
山
真
之
の
知
遇
を
得
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒﹁
日
支
組
合
規
約
﹂︵
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
民
国
六
年
︶
六
月
一
一
日
図
塚
原
〇
三
五
〇
︶
に
は
︑
日
本
側
の
五
名
の
中
に
︑
秋
山
真
之
︑
塚
原
嘉
一
郎
の
署
名
が
確
認
で
き
る
︒
な
お
︑
真
之
が
嘉
一
郎
に
宛
て
た
書
簡
か
ら
︑
嘉
一
郎
と
真
之
と
は
共
に
孫
文
の
支
援
や
大
陸
の
石
炭
資
源
の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
同
志
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
︒
嘉
一
郎
が
︑
秋
山
好
古
︑
真
之
兄
弟
か
ら
の
書
簡
を
大
切
に
保
存
し
て
い
た
の
は
以
上
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
る
と
思
わ
れ
(４
)
る
︒
後
日
譚
で
あ
る
が
︑
小
田
原
で
療
養
し
て
い
た
真
之
が
盲
腸
炎
再
発
の
兆
候
後
︑
嘉
一
郎
は
真
之
の
も
と
に
急
行
し
た
︒
真
之
臨
終
の
際
に
︑
嘉
一
郎
は
真
之
の
遺
言
を
書
き
取
っ
た
と
さ
れ
る
︒
四
秋
山
家
書
簡
の
概
要
好
古
の
書
簡
は
︑
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
に
嘉
一
郎
が
結
婚
し
て
以
降
の
も
の
で
あ
る
︒
内
容
は
︑
好
古
の
朝
鮮
に
お
け
る
業
務
︑
長
女
與
志
と
の
生
活
に
つ
い
て
の
助
言
︑
家
族
の
近
況
報
告
な
ど
に
つ
い
て
細
々
と
書
き
送
っ
て
い
る
︒
軍
人
と
し
て
の
好
古
だ
け
で
な
く
︑
家
庭
人
と
し
て
の
側
面
を
知
り
得
る
貴
重
な
資
料
だ
と
言
え
よ
う
︒
ま
た
︑
真
之
の
書
簡
は
︑
姪
の
與
志
が
嘉
一
郎
と
結
婚
す
る
六
年
程
前
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
真
之
に
と
っ
て
は
姪
の
婿
と
な
る
と
同
時
に
︑
孫
文
を
支
援
す
る
な
ど
中
国
問
題
に
関
す
る
同
志
で
も
あ
っ
た
嘉
一
郎
と
の
間
に
は
石
炭
に
関
す
る
情
報
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
︑
薬
や
日
用
品
発
送
の
依
頼
や
そ
の
礼
状
な
ど
を
書
き
送
っ
て
い
る
︒
多
美
︵
書
簡
で
は
民
子
︶
の
書
簡
は
二
通
の
み
確
認
さ
れ
た
が
︑
他
に
封
筒
の
み
が
三
点
あ
り
︑
当
初
は
五
通
残
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
う
ち
四
通
は
三
井
洋
行
上
海
支
店
在
任
中
の
嘉
一
郎
︑
與
志
︵
書
簡
で
は
よ
し
子
︶
宛
で
︑
結
婚
後
す
ぐ
の
大
秋山家書簡の紹介
佐賀県立図書館資料課 郷土調査担当
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正
四
～
五
年
の
書
簡
で
あ
る
︒
書
簡
の
配
列
は
︑
差
出
人
別
に
編
年
順
と
し
た
︒
本
稿
に
収
録
し
た
差
出
人
と
書
簡
の
概
要
は
別
掲
の
参
考
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
︒
１
秋
山
好
古
概
要
・
数
量
：
十
通
・
形
状
：
書
簡
五
通
︑
葉
書
五
通
・
時
期
：
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
～
昭
和
四
年
︵
一
九
二
九
︶
※
好
古
五
四
歳
～
六
九
歳
ま
で
の
一
五
年
間
で
︑
好
古
が
亡
く
な
る
前
年
ま
で
︒
︹
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
︺
一
〇
月
三
一
日
1‒1
東
京
・
青
山
の
好
古
の
自
宅
か
ら
上
海
在
の
嘉
一
郎
に
差
し
出
し
た
書
簡
で
あ
る
︒
三
井
物
産
上
海
支
店
に
勤
務
す
る
娘
婿
の
嘉
一
郎
に
︑
極
東
商
戦
の
好
機
で
あ
る
た
め
奮
励
す
る
よ
う
諭
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
娘
の
與
志
に
は
﹁
下
女
な
し
に
働
け
な
い
者
が
下
女
を
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
苦
労
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
︒
新
婚
の
娘
夫
婦
に
対
す
る
父
親
・
好
古
の
気
遣
い
が
う
か
が
わ
れ
る
︒
︹
大
正
五
年
︵
一
九
一
六
︶
︺
一
一
月
二
日
1‒2
陸
軍
大
将
に
昇
進
す
る
直
前
︑
龍
山
︵
ヨ
ン
サ
ン
︒
現
在
ソ
ウ
ル
市
内
︶
公
邸
か
ら
差
し
出
し
た
書
簡
︒
六
日
か
ら
九
州
に
大
演
習
の
た
め
出
向
き
︑
一
九
日
か
ら
約
一
週
間
滞
京
の
予
定
で
あ
る
と
知
ら
せ
て
い
る
︒
好
古
は
陸
軍
大
将
に
一
一
月
一
六
日
に
就
任
し
て
い
る
た
め
︑
こ
の
滞
京
中
に
任
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
文
中
の
岡
兄
は
次
兄
の
岡
正
矣
で
︑
チ
フ
ス
に
罹
り
快
方
に
向
か
っ
て
い
た
が
︑
翌
年
の
一
〇
月
一
八
日
に
東
京
で
没
し
て
い
(５
)
る
︒
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
三
月
二
〇
日
1‒3
朝
鮮
駐
剳
軍
指
令
官
在
任
中
に
龍
山
か
ら
差
し
出
し
た
葉
書
で
あ
る
︒
実
業
家
の
対
外
発
展
が
益
々
必
要
で
あ
る
こ
と
を
説
き
︑
嘉
一
郎
を
激
励
し
て
い
る
︒
︹
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
︺
四
月
一
二
日
1‒4
嘉
一
郎
の
弟
の
孫
一
が
一
一
日
来
着
︑
官
邸
に
仮
寓
中
で
あ
る
こ
と
を
連
絡
し
て
い
る
︒
し
か
し
︑
当
地
︵
朝
鮮
︶
の
様
子
は
︑
帰
京
す
る
信
好
︵
好
古
の
長
男
︶
に
尋
ね
る
よ
う
記
す
の
み
で
︑
具
体
的
な
近
況
は
省
か
れ
て
い
る
︒﹁
身
上
の
儀
﹂
は
嘉
一
郎
の
三
井
物
産
退
社
の
事
と
思
わ
れ
る
が
︑﹁
信
用
を
失
は
ぬ
様
特
に
留
意
す
る
﹂
よ
う
助
言
し
て
い
る
︒
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
四
月
二
九
日
1‒5
好
古
か
ら
長
女
の
與
志
に
宛
て
た
葉
書
で
あ
る
︒
嘉
一
郎
の
弟
の
孫
一
が
二
七
日
か
ら
満
洲
の
視
察
に
赴
く
こ
と
︑
父
︵
好
古
︶
も
来
月
二
日
か
ら
検
閲
の
た
め
に
向
か
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
︒
末
尾
の
﹁
用
事
ナ
ケ
レ
ド
一
寸
一
筆
﹂
に
人
柄
の
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
︒
大
正
七
年
︵
一
九
一
八
︶
二
月
三
日
1‒6
弟
真
之
の
危
篤
を
知
ら
せ
る
電
報
に
対
す
る
返
書
︒
こ
の
日
︑
好
古
は
馬
の
飼
育
の
検
閲
の
た
め
白
河
︵
福
島
県
︶
に
い
た
が
︑
一
通
の
電
報
を
受
け
取
る
︒
そ
れ
は
弟
の
真
之
が
危
篤
の
た
め
す
ぐ
来
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
味
の
内
容
で
あ
っ
(６
)
た
︒
し
か
し
︑
好
古
は
﹁
も
し
急
変
が
あ
れ
ば
森
山
︑
青
山
ら
と
協
議
す
る
よ
う
に
﹂
と
回
答
す
る
の
み
で
︑
官
命
を
遂
行
し
た
︒
翌
日
の
二
月
四
日
に
真
之
が
亡
く
な
っ
て
も
好
古
は
戻
ら
な
か
っ
た
が
︑
大
臣
の
命
に
よ
り
帰
京
︑
二
月
七
日
の
葬
儀
に
列
し
(７
)
た
︒
森
山
は
森
山
慶
三
(８
)
郎
︵
海
軍
中
将
︶︑
青
山
は
青
山
芳
(９
)
得
︵
季
子
の
姉
婿
︶
の
こ
と
で
佐賀県立図書館資料課 郷土調査担当
88
あ
ろ
う
︒
︹
大
正
七
年
︵
一
九
一
八
︶
︺
三
月
二
八
日
1-7
真
之
死
後
の
家
計
に
つ
い
て
︑
山
下
亀
三
(
)
郎
︵
真
之
の
友
人
︶
と
話
し
合
っ
た
内
容
10
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
︒
一
地
所
家
屋
建
築
は
見
合
す
事
︒
二
生
活
費
と
し
て
二
万
円
を
第
一
銀
行
に
預
け
︑
そ
の
利
子
を
生
活
費
に
当
て
る
事
な
ど
︒
三
扶
助
料
六
百
余
円
は
貯
蓄
し
教
育
基
金
等
に
す
る
事
︒
細
部
は
山
下
亀
三
郎
︑
季
子
︵
真
之
の
妻
︶︑
青
山
芳
得
︑
塚
原
で
決
め
る
よ
う
に
助
言
し
て
い
る
︒
昭
和
三
年
︵
一
九
二
八
︶
一
月
一
二
日
1‒8
好
古
は
大
正
一
三
年
に
北
予
中
学
校
長
に
就
任
し
て
い
る
(
)
が
︑
こ
れ
は
在
職
中
に
松
11
山
市
か
ら
送
っ
た
年
賀
状
で
あ
る
︒
年
賀
状
に
は
︑
長
崎
の
佳
肴
︵
う
ま
い
酒
の
さ
か
な
︶
を
受
け
取
っ
た
お
礼
と
共
に
︑
老
躯
に
鞭
打
ち
働
い
て
い
る
と
い
っ
た
近
況
を
添
え
て
い
る
︒
好
古
は
極
め
て
小
範
囲
の
先
輩
や
知
人
に
年
賀
状
を
出
す
の
み
で
︑
部
下
や
後
輩
者
で
︑
年
賀
状
を
受
け
取
っ
た
者
は
殆
ど
な
い
と
言
わ
れ
(
)
る
︒
12
昭
和
三
年
︵
一
九
二
八
︶
四
月
二
六
日
1‒9
好
古
が
松
山
市
か
ら
送
っ
た
葉
書
で
あ
る
︒
嘉
一
郎
の
弟
孫
一
が
本
月
初
め
か
ら
松
山
に
来
て
︑
一
〇
日
ほ
ど
滞
在
︑
将
来
の
事
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
︒
豊
子
︵
孫
一
の
妻
︶
を
電
報
で
呼
び
よ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
︑
あ
ま
り
怒
ら
な
い
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
︒
文
中
の
﹁
処
世
ノ
要
ハ
屈
セ
ス
︑
怒
ラ
ス
︑
急
カ
ス
︑
非
常
ノ
耐
忍
ヲ
以
テ
事
ヲ
処
理
ス
ル
﹂
の
句
は
︑
好
古
の
金
言
と
言
え
よ
う
︒
孫
一
は
七
ヵ
月
後
の
一
一
月
二
〇
日
に
大
連
で
没
し
て
い
る
︒
昭
和
四
年
︵
一
九
二
九
︶
一
月
四
日
1‒10
嘉
一
郎
の
弟
の
篤
次
は
︑
昭
和
三
年
一
二
月
二
四
日
に
没
し
て
い
る
︒
こ
れ
は
そ
の
約
一
〇
日
後
に
松
山
市
か
ら
送
っ
た
葉
書
で
あ
る
︒
最
初
に
︑
娘
婿
の
弟
の
悲
報
に
﹁
実
に
驚
き
申
候
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
好
古
自
身
も
一
〇
余
年
前
に
兄
弟
を
皆
亡
く
し
て
落
胆
し
た
が
︑
勇
気
を
鼓
し
て
立
ち
直
っ
た
経
験
を
も
と
に
︑
娘
夫
婦
を
励
ま
し
て
い
る
︒
好
古
は
こ
の
後
︑
昭
和
五
年
四
月
九
日
に
北
予
中
学
校
長
を
辞
任
︒
一
一
月
四
日
に
七
二
年
の
生
涯
を
終
え
た
︒
好
古
は
筆
無
精
で
有
名
で
︑
重
要
な
用
向
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
手
紙
を
書
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
(
)
る
︒
大
概
な
用
向
は
葉
書
又
は
名
刺
で
す
ま
し
た
と
い
わ
れ
る
が
︑
今
回
13
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
名
刺
の
裏
に
も
要
用
が
メ
モ
書
き
さ
れ
て
い
(
)
た
︒
14
２
秋
山
真
之
概
要
・
数
量
：
一
六
通
・
形
状
：
書
簡
一
〇
通
︑
葉
書
六
通
・
時
期
：
明
治
四
二
年
︵
一
九
〇
九
︶
～
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
頃
※
真
之
四
一
歳
～
四
九
歳
ま
で
の
八
年
間
で
︑
真
之
が
亡
く
な
る
前
年
ま
で
︒
︹
明
治
四
二
年
︵
一
九
〇
九
︶
︺
四
月
二
〇
日
2‒1
真
之
は
明
治
四
一
年
︵
一
九
〇
八
︶
一
二
月
一
日
︑
軍
艦
音
羽
の
艦
長
に
異
動
し
て
い
(
)
る
︒
こ
れ
は
鎮
江
︵
中
国
・
江
蘇
省
︶
に
碇
泊
中
の
軍
艦
音
羽
か
ら
三
井
物
産
上
海
15
支
店
に
い
る
塚
原
嘉
一
郎
に
差
し
出
し
た
書
簡
で
あ
る
︒
一
八
日
に
鎮
江
に
安
着
し
︑
翌
早
朝
南
京
へ
出
発
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒
要
件
秋山家書簡の紹介
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は
上
海
の
三
井
物
産
の
店
員
に
小
包
︵
蝋
石
印
材
入
︶
一
個
を
依
頼
し
た
の
で
︑
東
京
の
自
宅
へ
送
付
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
る
︒
大
変
私
的
な
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
こ
の
頃
ま
で
に
親
し
い
関
係
を
築
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
︹
明
治
四
二
年
︵
一
九
〇
九
︶
︺
八
月
一
一
日
2‒2
音
羽
艦
長
と
し
て
南
清
廻
航
中
の
真
之
が
︑
修
理
の
た
め
澎
湖
嶋
︵
台
湾
︶
か
ら
佐
世
保
に
廻
航
し
た
時
に
差
し
出
し
た
書
簡
︒
嘉
一
郎
が
上
海
に
い
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
六
神
丸
と
か
い
う
売
薬
を
知
人
に
頼
ま
れ
た
の
で
︑
当
地
︵
佐
世
保
︶
の
真
之
宛
て
に
送
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
る
︒
六
神
丸
は
漢
方
の
一
つ
︒
牛
黄
︑
麝
香
な
ど
を
混
和
し
て
丸
剤
と
し
た
も
の
︒
明
治
四
二
年
︵
一
九
〇
九
︶
八
月
二
六
日
2‒3
佐
世
保
碇
泊
中
の
軍
艦
音
羽
か
ら
上
海
の
嘉
一
郎
に
送
っ
た
書
簡
で
あ
る
︒
六
神
丸
四
個
恵
送
に
対
す
る
礼
と
共
に
︑
上
海
に
出
発
す
る
前
に
必
要
な
物
品
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
な
く
申
し
付
け
る
よ
う
連
絡
し
て
い
る
︒
︹
明
治
四
三
年
︵
一
九
一
〇
︶
︺
二
月
一
二
日
2‒4
軍
艦
橋
立
艦
長
を
し
て
い
た
時
期
の
書
簡
︒
山
東
炭
に
関
す
る
報
告
の
お
礼
と
︑
三
井
物
産
石
炭
掛
山
口
精
一
と
面
会
︑
ま
た
山
本
条
太
(
)
郎
と
面
会
の
約
束
を
し
た
こ
と
を
16
報
告
し
て
い
る
︒
山
口
精
一
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
︑
山
本
条
太
郎
は
一
九
〇
八
年
三
井
物
産
東
京
本
社
の
理
事
と
し
て
勤
務
を
命
じ
ら
れ
︑
重
役
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
︒
そ
の
後
一
九
一
一
年
に
孫
文
に
対
し
て
資
金
的
援
助
を
行
っ
て
い
(
)
る
︒
17
︹
明
治
四
三
年
︵
一
九
一
〇
︶
︺
七
月
九
日
2-5
佐
世
保
軍
港
に
停
泊
中
の
軍
艦
出
雲
か
ら
上
海
の
嘉
一
郎
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
︒
軍
艦
出
雲
は
日
露
戦
争
で
日
本
海
海
戦
に
参
加
し
た
軍
艦
で
あ
り
︑
真
之
は
こ
の
時
艦
長
を
務
め
て
い
た
︒
嘉
一
郎
は
明
治
四
一
年
か
ら
三
井
物
産
上
海
支
店
勤
務
で
あ
り
︑
中
国
に
お
け
る
鉱
山
資
源
の
調
査
に
あ
た
っ
て
い
た
︒
こ
の
書
簡
で
は
軍
艦
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
石
炭
に
関
し
て
︑
嘉
一
郎
が
真
之
に
送
付
し
た
山
東
博
山
炭
の
分
析
表
に
対
す
る
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
博
山
炭
に
つ
い
て
真
之
は
︑﹁
我
海
軍
の
第
二
種
炭
と
第
三
種
炭
の
間
ニ
位
し
特
ニ
其
灰
分
多
量
な
る
ハ
一
大
欠
点
﹂
と
︑
軍
艦
燃
料
と
し
て
は
期
待
で
き
な
い
と
評
し
て
い
る
︒
後
半
で
は
︑
嘉
一
郎
帰
国
の
際
に
面
会
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
て
お
り
︑
親
し
い
間
柄
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
︒
︹
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
︺
四
月
二
五
日
2‒6
海
軍
軍
令
部
参
謀
兼
海
軍
大
学
教
官
の
立
場
で
あ
っ
た
時
期
の
書
簡
で
あ
(
)
る
︒
18
初
め
て
疾
患
に
悩
ん
だ
も
の
の
︑
短
期
間
で
快
復
し
た
と
の
近
況
を
述
べ
る
︒﹁
御
結
婚
ハ
最
早
相
済
候
哉
︑
是
亦
小
生
の
常
ニ
留
念
致
居
る
候
處
ニ
御
座
候
﹂
と
あ
る
が
︑
塚
原
嘉
一
郎
は
こ
の
翌
々
年
の
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
七
月
二
三
日
に
好
古
の
長
女
與
志
と
結
婚
し
て
い
る
︒
本
文
中
の
森
恪
は
︑
こ
の
時
︑
三
井
物
産
上
海
支
店
勤
務
で
あ
る
︒
こ
の
年
の
七
月
︑
国
民
党
の
第
二
革
命
資
金
調
達
に
奔
走
し
て
い
(
)
る
︒
19
︹
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
︺
七
月
一
〇
日
2‒7
嘉
一
郎
が
本
日
電
話
し
た
際
︑
真
之
は
接
客
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
詫
び
て
い
る
︒
さ
ら
に
閑
暇
が
あ
れ
ば
︑
来
宅
し
て
ほ
し
い
こ
と
︑
午
後
ま
た
は
夜
分
は
大
抵
在
宅
し
て
い
る
た
め
︑
来
宅
さ
れ
る
場
合
は
︑
午
前
中
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
書
か
れ
て
い
る
︒
︹
大
正
六
年
︵
五
ヵ
︶
︺
三
月
二
九
日
2‒8
横
須
賀
か
ら
の
葉
書
で
あ
る
︒
本
日
軍
艦
日
進
に
転
乗
し
︑
当
分
横
須
賀
に
居
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
︒
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︹
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
︺
四
月
二
三
日
2‒9
横
須
賀
か
ら
の
書
簡
で
あ
る
︒
内
容
は
︑
こ
れ
ま
で
軍
艦
日
進
に
乗
艦
し
て
い
た
が
︑
軍
艦
浅
間
に
転
乗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
︑
ま
た
︑
来
月
上
旬
か
ら
呉
︵
広
島
県
︶
方
面
に
向
か
う
予
定
で
あ
る
こ
と
を
連
絡
し
て
い
る
︒
真
之
の
晩
年
の
乗
艦
期
間
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
︑
︑
の
二
通
の
書
簡
2-8
2-9
に
よ
っ
て
日
進
へ
の
乗
艦
期
間
は
大
正
六
︵
五
ヵ
︶
年
三
月
二
九
日
～
大
正
六
年
四
月
末
頃
と
推
測
さ
れ
る
︒
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
五
月
二
四
日
2‒10
神
田
駿
河
台
病
院
に
入
院
中
の
葉
書
で
あ
る
︒
真
之
は
こ
の
年
の
五
月
に
虫
垂
炎
を
患
っ
て
い
る
︒
真
之
は
歩
行
を
許
さ
れ
る
ま
で
快
復
し
つ
つ
あ
っ
た
が
︑﹁
季
事
﹂︵
真
之
妻
・
季
子
カ
︶
が
胃
痙
の
た
め
終
夜
苦
し
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
る
︒
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
五
月
二
五
日
2‒11
神
田
駿
河
台
病
院
に
入
院
中
の
葉
書
で
あ
る
︒
明
後
日
二
七
日
に
退
院
す
る
こ
と
を
連
絡
し
て
い
る
︒
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
七
月
二
九
日
2‒12
療
養
先
の
箱
根
の
強
羅
館
か
ら
差
し
出
し
た
書
簡
︒
文
中
の
﹁
季
﹂
と
は
︑
妻
の
季
子
︵
ス
エ
コ
︶
と
推
測
さ
れ
る
︒
前
半
部
分
は
背
景
の
箱
根
神
社
の
写
真
と
重
な
っ
て
い
る
た
め
判
読
が
困
難
で
あ
る
が
﹁
一
週
間
の
内
に
一
円
全
快
可
致
と
存
候
﹂
と
結
ば
れ
て
い
る
︒
︹
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
︺
八
月
二
九
日
2‒13
静
養
中
の
小
田
原
か
ら
差
し
出
し
た
書
簡
︒
｢注
文
の
鯉
一
尾
出
来
上
り
候
間
︑
相
送
り
申
候
﹂
と
あ
る
の
は
真
之
が
書
い
た
水
墨
画
の
事
で
︑
こ
の
書
簡
は
そ
の
画
に
添
え
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
真
之
の
追
悼
紀
念
葉
書
に
真
之
筆
の
鯉
の
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
(
)
る
︒
20
真
之
は
こ
の
五
ヵ
月
後
の
大
正
七
年
二
月
四
日
︑
小
田
原
に
て
死
去
︒
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
九
月
四
日
2‒14
小
田
原
に
滞
在
中
の
真
之
か
ら
嘉
一
郎
に
宛
て
た
葉
書
︒
内
容
は
明
日
︵
五
日
︶
に
帰
京
す
る
旨
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
︒
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
九
月
二
六
日
2‒15
真
之
か
ら
嘉
一
郎
に
宛
て
た
葉
書
︒
大
正
五
年
の
真
之
の
住
居
は
四
谷
区
東
信
濃
町
で
あ
(
)
る
︒
嘉
一
郎
に
対
し
て
電
話
の
用
が
あ
る
と
き
は
﹁
玉
川
屋
﹂
へ
取
り
次
ぐ
よ
う
21
に
指
示
し
て
い
る
︒
︵
日
付
不
明
︶
2‒16
こ
の
書
簡
に
は
差
出
人
や
宛
先
の
記
述
を
欠
く
が
︑
字
体
と
内
容
か
ら
真
之
の
書
簡
で
あ
る
と
推
定
し
た
︒
追
伸
で
始
ま
っ
て
お
り
︑
い
ず
れ
か
の
書
簡
の
追
伸
だ
と
思
わ
れ
る
が
︑
ど
の
書
簡
の
追
伸
で
あ
る
か
特
定
は
困
難
で
あ
る
︒
神
崎
氏
・
伊
地
知
氏
に
も
よ
ろ
し
く
伝
え
る
よ
う
と
の
お
願
い
と
知
人
が
人
参
を
欲
し
が
っ
て
い
る
た
め
二
ド
ル
分
程
買
い
求
め
て
自
分
宛
に
発
送
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
︒
本
文
の
﹁
城
内
﹂
は
南
京
の
城
内
こ
と
か
︒
３
秋
山
多
美
概
要
・
数
量
：
二
通
・
形
状
：
書
簡
・
時
期
：
大
正
五
年
︵
一
九
一
六
︶
頃
︹
大
正
五
年
︵
一
九
一
六
︶
︺
二
月
二
一
日
3‒1
母
の
多
美
か
ら
娘
の
與
志
へ
宛
て
た
書
簡
︒
與
志
は
大
正
四
年
七
月
二
三
日
に
塚
原
秋山家書簡の紹介
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嘉
一
郎
と
結
婚
し
て
い
る
が
︑
そ
れ
か
ら
七
ヵ
月
後
の
書
簡
で
あ
る
︒
内
容
は
上
海
か
ら
帰
国
す
る
嘉
一
郎
夫
婦
の
住
居
を
探
し
て
い
る
が
︑
は
じ
め
の
う
ち
は
多
美
宅
へ
住
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
︒﹁
信
の
町
﹂
は
信
濃
町
と
思
わ
れ
︑
当
時
同
所
に
住
ん
で
い
た
真
之
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
︒
︵
日
付
不
明
︶
3‒2
多
美
が
娘
婿
の
嘉
一
郎
に
送
っ
た
書
簡
︒
文
中
の
﹁
三
輪
田
氏
﹂
は
三
輪
田
学
園
の
創
始
者
で
あ
る
三
輪
田
真
佐
子
の
養
嗣
子
三
輪
田
元
道
と
思
わ
(
)
れ
︑
好
古
夫
妻
の
次
女
22
の
健
子
の
結
婚
媒
酌
人
で
あ
る
︒
そ
の
三
輪
田
氏
よ
り
電
話
が
あ
り
︑
某
人
の
卒
業
が
医
科
の
た
め
大
正
五
年
七
月
で
あ
る
こ
と
を
連
絡
し
て
い
る
︒
健
子
は
大
正
八
年
一
月
一
三
日
に
医
学
博
士
の
土
居
利
三
郎
に
嫁
し
て
い
る
の
(
)
で
︑
そ
の
前
の
こ
と
で
は
な
い
23
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
む
す
び
に
九
三
頁
か
ら
掲
載
し
た
資
料
の
解
読
は
︑
平
成
二
二
年
度
︑
郷
土
調
査
担
当
石
橋
道
秀
︑
野
口
禎
子
︑
串
間
聖
剛
︑
本
田
佳
奈
︑
川
久
保
美
紗
︑
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
永
松
亨
氏
に
よ
っ
て
行
っ
た
が
︑
他
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
な
し
に
は
か
な
わ
な
か
っ
た
︒
ま
た
︑
近
世
資
料
編
さ
ん
室
長
大
園
隆
二
郎
︵
平
成
二
二
年
度
︶
か
ら
多
く
の
助
言
を
得
て
︑
掲
載
に
至
っ
た
︒
こ
の
場
を
借
り
て
皆
様
に
深
甚
の
敬
意
を
表
し
た
い
︒
末
筆
な
が
ら
︑
私
ど
も
の
た
め
に
貴
重
な
紙
面
を
割
き
︑
翻
刻
発
表
の
場
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
﹁
セ
ン
タ
ー
﹂
の
皆
様
に
も
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
︒
︵
佐
賀
県
立
図
書
館
資
料
課
郷
土
調
査
担
当
︶
参
考
文
献
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
編
﹃
秋
山
好
古
﹄︑
東
京
︑
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︑
一
九
三
六
猪
野
三
郎
編
﹃
大
衆
人
事
録
﹄
第
五
版
︑
東
京
︑
帝
国
秘
密
探
偵
社
︑
一
九
三
二
猪
野
三
郎
編
﹃
大
正
人
名
辞
典
﹄︑
東
京
︑
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
︑
一
九
九
二
︵﹃
大
正
人
事
録
﹄
の
復
刻
︶
交
詢
社
編
﹃
大
正
五
年
用
日
本
紳
士
録
﹄︑
東
京
︑
交
詢
社
︑
一
九
一
五
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
﹃
國
史
大
辭
典
﹄︑
東
京
︑
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
八
三
佐
賀
新
聞
社
編
﹃
佐
賀
実
業
大
観
﹄
佐
賀
︑
佐
賀
新
聞
社
︑
一
九
四
一
櫻
井
眞
淸
著
﹃
秋
山
真
之
﹄︑
東
京
︑
秋
山
眞
之
會
︑
一
九
三
三
田
中
宏
巳
著
﹃
秋
山
真
之
﹄︑
東
京
︑
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
四
戸
高
一
成
監
修
﹃
日
本
海
軍
士
官
総
覧
﹄︑
東
京
︑
柏
書
房
︑
二
〇
〇
三
中
村
晃
著
﹃
秋
山
真
之
﹄︑
東
京
︑
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
︑
一
九
九
九
平
凡
社
編
﹃
日
本
人
名
大
事
典
﹄︑
東
京
︑
平
凡
社
︑
一
九
七
九
山
浦
貫
一
編
﹃
森
恪
﹄︑
東
京
︑
森
恪
傅
記
編
纂
會
︑
一
九
四
〇
山
本
条
太
郎
著
﹃
山
本
条
太
郎
﹄︑
東
京
︑
図
書
出
版
社
︑
一
九
九
〇
︵
１
︶
｢塚
原
嘉
一
郎
戸
籍
謄
本
﹂︵
図
塚
原
〇
二
七
五
︶
に
よ
る
︒
︵
２
︶﹁
日
支
組
合
規
約
﹂︵
大
正
六
年
︵
民
国
六
年
︶
六
月
一
一
日
︒
図
塚
原
〇
三
五
〇
︶
に
は
︑
日
本
側
か
ら
犬
塚
信
太
郎
︑
秋
山
真
之
︑
塚
原
嘉
一
郎
︑
菊
池
良
一
︑
芳
川
寛
治
の
五
名
︑
中
国
側
か
ら
孫
逸
仙
︵
孫
文
︶︑
張
人
傑
︑
蒋
介
石
等
計
九
名
が
署
名
し
て
い
る
︒
︵
３
︶
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
六
三
六
︶︒
︵
４
︶
寄
贈
者
及
び
寄
贈
者
の
長
男
の
御
教
示
に
よ
る
︒
︵
５
︶
正
矣
は
好
古
の
次
兄
で
︑
岡
家
の
婿
養
子
と
な
っ
て
い
る
︒
朝
鮮
京
城
電
気
会
社
重
役
で
あ
る
︒
田
中
宏
巳
︵
二
〇
〇
四
：
二
七
五
︶︒
ま
た
︑
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
六
︶
に
よ
る
と
大
正
六
年
一
〇
月
一
八
日
東
京
に
て
没
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
︵
６
︶
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
三
三
七
︶︒
︵
７
︶
｢同
局
長
秋
か
ら
將
軍
に
宛
て
︑﹃
檢
閲
の
方
は
一
時
高
級
屬
員
に
代
理
せ
し
め
︑
速
や
か
に
歸
鄕
せ
ら
れ
る
よ
う
︑
大
臣
の
命
に
よ
つ
て
傳
ふ
﹄
そ
こ
で
將
軍
は
初
め
て
歸
鄕
す
る
こ
と
に
決
し
︑
二
月
七
日
の
令
弟
の
葬
儀
に
漸
く
列
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
︒﹂
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
三
三
八
～
三
三
九
︶︒
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︵
８
︶
｢森
山
﹂
に
つ
い
て
は
不
詳
な
が
ら
真
之
が
海
軍
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
森
山
慶
三
郎
だ
と
思
わ
れ
る
︒
森
山
慶
三
郎
は
佐
賀
藩
士
森
山
武
光
の
二
男
︒
大
正
七
年
海
軍
中
将
に
陞
る
︒
猪
野
三
郎
：
モ
之
部
四
七
︒
な
お
︑
大
正
七
年
二
月
一
日
︑
小
田
原
で
療
養
中
の
真
之
を
森
山
慶
三
郎
が
訪
れ
て
い
る
︒
真
之
と
森
山
慶
三
郎
は
兵
学
校
同
期
で
あ
る
︒
田
中
宏
巳
︵
二
〇
〇
四
：
二
七
二
︶︒
︵
９
︶
戸
高
一
成
︵
二
〇
〇
三
：
五
四
︶
に
青
山
芳
得
︵
大
佐
︶
が
見
え
︑﹁
養
子
固
﹂
と
あ
る
︒
真
之
の
子
固
︵
か
た
し
︶
は
青
山
家
か
ら
の
養
子
で
あ
る
︒
田
中
宏
巳
︵
二
〇
〇
四
：
二
七
五
︶︒
︵
︶
山
下
亀
三
郎
︵
一
八
六
七
～
一
九
四
四
︶︒
山
下
汽
船
創
立
者
︒
慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
︶
四
月
10
愛
媛
県
に
生
る
︒﹃
日
本
人
名
大
事
典
﹄︵
一
九
七
九
：
八
〇
六
︶︒
真
之
は
大
正
六
年
末
か
ら
小
田
原
に
あ
る
山
下
汽
船
社
長
の
山
下
亀
三
郎
の
別
邸
で
療
養
し
た
︒
田
中
宏
巳
︵
二
〇
〇
四
：
二
七
一
︶︒
︵
︶
大
正
一
三
年
四
月
北
豫
中
学
校
長
就
任
︒
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
六
三
11
七
︶︒
︵
︶
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
五
〇
一
︶︒
12
︵
︶
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
五
〇
一
︶︒
13
︵
︶
秋
山
好
古
書
の
名
刺
裏
︵︹
大
正
四
年
︺
一
月
九
日
︶
に
﹁﹁
篤
次
ノ
弔
慰
金
五
拾
円
送
付
ス
可
14
然
取
斗
ア
レ
当
方
無
事
ナ
リ
後
時
別
ニ
困
難
ナ
キ
ヤ
ト
心
配
シ
居
レ
リ
﹂
と
要
用
を
墨
書
し
て
い
る
︵
図
塚
原
〇
〇
一
二
︶︒
︵
︶
田
中
宏
巳
︵
二
〇
〇
四
：
二
七
八
︶︒
15
︵
︶
四
十
二
年
物
産
會
社
の
組
織
變
更
し
て
株
式
會
社
と
な
る
に
及
び
常
務
取
締
役
に
就
任
︒
猪
野
16
三
郎
編
︵
一
九
九
二
：
ヤ
一
〇
四
︶︒
︵
︶
山
本
条
太
郎
︵
一
九
九
〇
：
一
二
九
～
一
五
九
︶︒
17
︵
︶
こ
の
書
簡
の
後
半
﹁
先
日
﹂
以
下
は
︑
櫻
井
眞
淸
︵
一
九
三
三
：
二
五
四
︱
二
五
五
︶
に
取
り
18
上
げ
ら
れ
て
い
る
︒
︵
︶
山
浦
貫
一
︵
一
九
四
〇
：
年
譜
七
︶
19
︵
︶
｢故
海
軍
中
将
秋
山
真
之
君
追
悼
紀
年
﹂︵
図
塚
原
〇
〇
二
二
︶︒
20
︵
︶
『大
正
五
年
用
日
本
紳
士
録
﹄︑
東
京
︑
交
詢
社
︑
一
九
一
五
年
︒
21
︵
︶
三
輪
田
元
道
︵
一
八
七
〇
～
一
九
六
五
︶︒
旧
姓
山
下
富
五
郎
︒
平
凡
社
編
︵
一
九
七
九
：
七
六
22
三
︶︒
︵
︶
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
六
三
六
︶︒
23
凡
例
漢
字
の
字
体
は
お
お
む
ね
常
用
漢
字
に
改
め
た
︒
固
有
名
詞
は
原
文
の
字
体
を
尊
重
し
た
︒
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
︒
字
画
の
不
明
瞭
な
文
字
は
□
で
表
し
た
︒
傍
注
は
次
の
よ
う
に
表
し
た
︒
︵
例
︶
︵
カ
︶
誤
字
や
疑
い
が
あ
る
と
き
︒
参
⑴考
秋
山
好
古
が
娘
夫
婦
の
た
め
に
揮
毫
し
た
書
両
家
の
慶
事
も
無
事
に
了
へ
家
門
の
光
り
輝
け
り
鎌
倉
数
日
の
滞
在
に
至
大
の
勇
気
養
ひ
て
大
陸
前
途
の
商
戦
に
総
て
の
準
備
怠
ら
す
頼
朝
公
の
偉
業
に
も
優
る
成
功
祈
る
ぞ
よ
⑵七
月
吉
日
好
古
嘉
一
郎
様
よ
志
子
様
信
用
を
重
せ
よ
必
勝
を
期
せ
よ
特
に
信
と
勝
を
祝
賀
大
使
と
し
塚
原
家
隆
興
の
記
念
の
為
満
腔
の
祝
意
を
表
す
⑴
秋
山
好
古
大
将
伝
記
刊
行
会
︵
一
九
三
六
：
扉
︶
に
掲
載
さ
れ
た
書
簡
を
翻
刻
し
た
︒
⑵
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
七
月
二
三
日
長
女
與
志
塚
原
嘉
一
郎
に
嫁
す
︒﹃
秋
山
好
古
﹄
六
三
六
頁
︒
秋山家書簡の紹介
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彼
是
多
忙
之
為
平
素
は
打
過
申
候
不
相
変
両
人
共
健
気
之
由
何
よ
り
の
喜
ひ
ニ
有
之
候
当
方
も
皆
々
健
全
ニ
候
間
安
意
相
成
度
候
秋
期
の
演
習
ハ
終
了
候
得
共
御
大
典
に
て
不
相
変
忙
し
く
相
暮
し
居
候
東
洋
ハ
小
康
を
保
ち
居
れ
ど
極
東
ニ
於
け
る
商
戦
之
基
礎
は
今
日
の
機
会
を
逸
す
れ
は
他
日
ニ
求
む
へ
か
ら
さ
る
を
以
て
鋭
意
奮
励
一
銭
之
金
も
今
日
は
資
本
へ
投
し
挙
国
一
致
充
分
之
成
功
を
挙
る
こ
と
緊
要
ト
存
候
與
志
子
も
下
女
な
し
に
充
分
働
か
せ
る
を
良
と
す
二
三
年
下
女
な
し
に
働
か
ぬ
は
迚
も
他
日
下
女
を
使
ふ
道
ハ
覚
へ
す
と
存
居
候
別
に
用
事
も
無
之
候
得
共
本
日
は
天
長
節
ニ
テ
小
閑
を
得
た
る
為
寸
楮
如
此
御
座
候
十
月
丗
一
日
好
古
嘉
一
郎
殿
與
志
子
へ
も
宜
敷
藤
村
御
夫
婦
へ
も
此
亦
宜
敷
相
願
候
好
古
書
簡
︹
大
正
四
年
︵
一
九
一
五
︶
︺
一
〇
月
三
一
日
1‒1
著
任
以
来
各
地
巡
視
并
ニ
秋
季
演
習
ニ
テ
多
忙
ニ
暮
し
居
り
甚
タ
無
音
ニ
打
過
申
候
来
ル
六
日
よ
り
九
洲
へ
大
演
習
之
為
赴
キ
引
続
キ
上
京
十
九
日
頃
よ
り
約
一
週
間
滞
京
之
心
組
ニ
有
之
候
真
之
も
最
早
帰
京
之
事
ト
察
し
居
候
留
守
宅
不
相
変
厄
介
之
事
ト
御
察
し
居
り
候
万
事
可
然
相
願
候
当
地
岡
兄
軽
微
ナ
ル
チ
フ
ス
ニ
罹
り
候
得
共
漸
次
快
方
猶
ホ
二
週
間
位
ハ
静
養
を
要
ス
可
ク
ト
存
居
候
何
レ
委
細
ハ
帰
京
之
上
ニ
相
譲
リ
申
候
早
々
不
一
十
一
月
二
日
好
古
嘉
一
郎
殿
世
界
之
変
遷
ハ
随
分
激
甚
ナ
ル
故
閑
断
ナ
キ
奮
励
を
切
ニ
希
望
致
居
候
好
古
書
簡
︹
大
正
五
年
︵
一
九
一
六
︶
︺
一
一
月
二
日
1‒2
秋山家書簡の紹介
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好
古
葉
書
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
三
月
二
〇
日
1‒3不
相
変
無
異
宇
内
之
急
変
多
き
激
甚
ナ
ル
故
余
日
退
屈
な
く
暮
し
居
れ
り
実
業
家
之
対
外
発
展
ハ
益
々
必
要
と
相
成
り
候
故
国
之
前
途
之
為
呉
々
も
充
分
之
奮
励
を
希
望
致
し
居
候
現
時
之
状
況
は
東
亜
之
為
努
力
す
る
こ
と
尤
も
緊
要
ト
被
考
候
用
事
ナ
ケ
レ
ド
一
寸
ト
一
筆
三
月
廿
日
信
好
帰
京
ニ
付
当
地
之
模
様
ハ
同
人
よ
り
御
聞
取
相
成
度
候
不
相
変
無
異
奉
務
セ
リ
過
日
来
ハ
鼻
療
治
ニ
掛
リ
シ
由
追
日
快
癒
ニ
向
ヒ
候
事
と
察
し
居
候
孫
一
モ
十
一
日
来
着
官
邸
ニ
仮
寓
中
ナ
リ
身
上
之
儀
ニ
付
申
越
之
件
承
知
仕
候
可
否
ハ
何
ト
モ
判
断
致
し
兼
候
得
共
三
井
ニ
対
し
信
用
を
失
は
ぬ
様
特
ニ
留
意
ス
ル
事
将
来
之
為
必
要
ト
存
し
候
先
ハ
幸
便
ニ
任
せ
一
寸
一
筆
如
此
候
四
月
十
二
日
好
古
嘉
一
郎
殿
好
古
書
簡
︹
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
︺
四
月
一
二
日
1‒4
好
古
葉
書
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
四
月
二
九
日
1‒5書
面
落
手
不
相
変
皆
々
無
事
之
由
大
幸
ニ
候
孫
一
ハ
廿
七
日
よ
り
満
洲
視
察
ニ
赴
け
り
父
も
来
月
二
日
よ
り
検
閲
之
為
出
張
之
筈
ナ
リ
当
地
何
も
変
リ
ナ
く
漸
ク
春
ニ
ナ
レ
リ
用
事
ナ
ケ
レ
ド
一
寸
一
筆
四
月
廿
九
日
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好
古
葉
書
大
正
七
年
︵
一
九
一
八
︶
二
月
三
日
1‒6電
報
受
領
若
急
変
ア
ラ
ハ
森
山
青
山
等
ト
協
議
シ
処
置
ス
可
シ
無
事
旅
行
中
ナ
リ
二
月
三
日
昨
夜
ハ
御
苦
労
山
下
之
希
望
ハ
全
然
拒
絶
す
る
訳
に
参
り
兼
候
事
情
有
之
山
下
ト
談
合
セ
シ
要
点
左
之
如
シ
一
地
処
家
屋
建
築
ハ
見
合
ハ
ス
事
二
生
活
費
ト
シ
テ
所
有
之
八
千
円
ニ
山
下
よ
り
壱
万
二
千
円
を
加
へ
二
万
円
ト
シ
第
一
銀
行
へ
預
け
︵
歩
カ
︶
六
朱
ノ
利
ニ
テ
千
二
百
円
ア
ル
ヲ
以
テ
之
ニ
充
テ
株
券
ノ
如
キ
時
価
之
変
動
ア
ル
モ
ノ
ハ
止
ム
ル
事
家
賃
ハ
小
生
よ
り
月
々
三
十
円
ヲ
補
助
ス
ル
事
三
扶
助
料
六
百
余
円
ハ
之
を
貯
蓄
シ
教
育
基
金
并
ニ
吉
凶
其
他
ノ
臨
時
費
ト
ナ
ス
事
細
部
ノ
件
ハ
山
下
ト
季
子
青
山
塚
原
ニ
テ
定
ム
ル
事
本
件
ハ
関
係
者
以
外
ハ
可
成
口
外
セ
ザ
ル
事
右
為
参
考
申
進
置
多
忙
中
右

三
月
廿
八
日
好
古
嘉
一
郎
様
好
古
書
簡
︹
大
正
七
年
︵
一
九
一
八
︶
︺
三
月
二
八
日
1‒7
秋山家書簡の紹介
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好
古
葉
書
昭
和
三
年
︵
一
九
二
八
︶
一
月
一
二
日
1‒8賀
正
過
日
ハ
長
崎
の
佳
肴
難
有
正
ニ
落
手
当
方
不
相
変
無
事
老
躯
ニ
鞭
ち
働
キ
居
レ
リ
一
寸
御
礼

好
古
一
月
十
二
日
好
古
葉
書
昭
和
四
年
︵
一
九
二
九
︶
一
月
四
日
1‒10賀
正
一
月
四
日
旧
年
末
之
書
状
落
手
篤
次
之
急
変
実
ニ
驚
キ
申
候
余
モ
十
余
年
前
兄
弟
悉
皆
亡
命
セ
ラ
レ
一
時
落
胆
セ
シ
モ
勇
気
ヲ
鼓
し
て
今
日
ニ
至
レ
リ
天
運
是
非
ナ
シ
斃
ル
ヽ

奮
闘
ス
ル
ノ
ミ
何
レ
三
四
月
頃
ニ
ハ
上
京
万
事
相
談
ス
可
シ
若
シ
急
ヲ
要
ス
ル
事
ア
ラ
ハ
相
当
之
助
力
ハ
為
ス
故
申
越
ス
可
シ
父
よ
り
嘉
一
郎
殿
よ
し
子
殿
好
古
葉
書
昭
和
三
年
︵
一
九
二
八
︶
四
月
二
六
日
1‒9両
人
よ
り
の
書
状
正
ニ
落
手
当
方
不
相
変
無
事
ナ
リ
孫
一
ハ
本
月
初
よ
り
当
地
ニ
来
リ
十
日
余
り
滞
在
シ
種
々
将
来
之
事
ニ
付
話
セ
リ
妻
子
モ
本
年
中
ニ
ハ
引
寄
セ
ン
モ
ノ
ト
種
々
苦
慮
シ
居
レ
リ
豊
子
ヲ
電
報
ニ
テ
呼
ヒ
シ
ハ
東
京
ニ
至
ル
時
日
ナ
カ
リ
シ
為
余
モ
同
意
︵
ト
脱
カ
︶
セ
シ
コ
ナ
レ
ハ
余
リ
怒
ラ
ヌ
様
頼
ム
処
世
ノ
要
ハ
屈
セ
ス
怒
ラ
ス
急
カ
ス
非
常
ノ
耐
忍
ヲ
以
テ
事
ヲ
処
理
ス
ル
ヲ
要
ス
孫
一
モ
愛
媛
県
ト
大
連
ト
ノ
航
路
開
ケ
シ
為
大
ニ
働
キ
居
レ
リ
余
モ
大
ニ
励
シ
置
ケ
リ
余
リ
心
配
ス
ル
ニ
及
ハ
ス
ト
存
し
候
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拝
啓
愈
御
清
栄
奉
欣
賀
候
本
艦
一
昨
十
八
日
当
鎮
江
ニ
安
着
明
早
朝
南
京
ニ
向
ケ
出
発
可
致
候
扨
過
日
一
寸
御
願
致
置
た
る
日
本
行
小
包
蝋
石
印
材
入
壱
個
当
地
貴
店
員
澄
川
氏
ニ
依
頼
シ
御
手
元

発
送
仕
候
ニ
付
到
着
の
上
ハ
御
幸
便
の
機
会
を
以
而
内
地
ニ
て
小
包
郵
便
ニ
差
出
す
様
御
取
計
願
度
其
宛
名
ハ
小
生
東
京
の
自
宅
と
致
置
候
ニ
付
差
出
人
ハ
誰
れ
ニ
て
も
差
支
無
御
座
候右
願
事

匆
々
不
及
他
事
候
四
月
二
十
日
於
鎮
江秋
山
真
之
塚
原
賢
台
侍
史
真
之
書
簡
︹
明
治
四
二
年
︵
一
九
〇
九
︶
︺
四
月
二
〇
日
2‒1
拝
啓
時
下
暑
気
烈
敷
候
処
貴
下
益
御
勇
健
奉
欣
賀
候
然
ハ
当
艦
事
南
清
廻
航
中
少
々
修
理
を
要
す
る
箇
処
出
来
致
候
ニ
付
俄
ニ
澎
湖
嶋
よ
り
当
佐
世
保
ニ
廻
航
致
様
相
成
昨
十
日
無
事
安
着
何
れ
又
九
月
初
ニ
ハ
貴
地
ニ
帰
航
之
筈
ニ
有
之
候
却
説
上
海
支
那
人
間
ニ
販
売
せ
る
六
神
丸
と
か
申
す
売
薬
兼
而
当
地
知
人
よ
り
買
求
方
相
頼
ま
れ
居
候
処
小
生
頓
と
失
念
致
し
昨
日
此
地
ニ
着
し
て
思
出
候
ニ
就
而
ハ
屡
々
御
面
倒
相
願
真
ニ
恐
縮
ニ
候
得
共
何
卒
右
六
神
丸
四
個
許
御
購
入
之
上
当
地
小
生
宛
ニ
而
御
発
送
被
下
間
敷
哉
右
願
事

不
取
敢
乱
筆
如
斯
ニ
御
座
候
頓
首
八
月
十
一
日
於
佐
世
保
音
羽
秋
山
真
之
︵
安
喜
山
︶
塚
原
仁
兄
玉
机
下
真
之
書
簡
︹
明
治
四
二
年
︵
一
九
〇
九
︶
︺
八
月
一
一
日
2‒2
秋山家書簡の紹介
佐賀県立図書館資料課 郷土調査担当
99
御
地
も
非
常
の
熱
度
之
由
当
地
も
未
た
中
々
暑
気
烈
敷
御
座
候
六
神
丸
四
個
早
速
御
恵
送
被
成
下
千
万
奉
拝
謝
候
其
他
以
前
度
々
御
願
致
し
た
る
托
送
品
夫
々
到
着
致
居
候
間
右
様
御
承
知
被
下
度
候
本
艦
の
修
理
も
已
ニ
完
成
致
候
ニ
付
当
方
面
ニ
而
艦
砲
射
撃
を
施
行
し
た
る
後
来
月
四
日
頃
貴
地
ニ
向
ケ
出
発
の
予
定
ニ
有
之
候
間
何
ニ
て
も
御
入
用
の
品
有
之
候
得
ば
御
用
捨
な
く
御
申
越
被
成
度
大
小
ニ
拘
ら
ず
携
行
可
仕
候
右
御
返
事
并
ニ
御
礼
旁
一
筆
如
此
ニ
御
座
候
頓
首
八
月
二
十
六
日
秋
山
真
之
塚
原
仁
兄
玉
机
下
真
之
書
簡
明
治
四
二
年
︵
一
九
〇
九
︶
八
月
二
六
日
2‒3
拝
復
其
後
御
無
音
ニ
打
過
候
処
不
相
変
御
勇
健
之
段
欣
喜
此
事
ニ
御
座
候
小
生
又
終
始
頑
強
目
下
横
須
賀
予
備
艦
隊
橋
立
ニ
而
近
海
ニ
活
動
致
居
候
扨
過
日
ハ
山
東
炭
ニ
関
す
る
有
益
な
る
御
報
告
御
送
附
被
成
下
千
万
奉
鳴
謝
候
尚
此
種
之
御
見
聞
も
有
之
候
へ
ば
御
序
之
節
御
識
被
下
度
相
願
置
候
先
日
貴
社
石
炭
掛
山
口
精
一
氏
ニ
面
会
し
石
炭
之
今
後
ニ
関
し
大
分
快
談
致
候
其
内
山
本
条
太
郎
氏
と
も
会
見
之
約
束
致
居
候
先
ハ
不
取
敢
右
御
礼
旁
寸
楮
如
斯
ニ
御
座
候
匆
々
頓
首
二
月
十
二
日
在
横
須
賀
軍
艦
橋
立
秋
山
真
之
塚
原
賢
台
侍
史
真
之
書
簡
︹
明
治
四
三
年
︵
一
九
一
〇
︶
︺
二
月
一
二
日
2‒4
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真
之
書
簡
︹
明
治
四
三
年
︵
一
九
一
〇
︶
︺
七
月
九
日
2‒5
拝
複
其
後
御
不
音
不
相
変
御
勇
勤
之
段
欣
賀
此
事
ニ
御
座
候
小
生
依
例
頑
健
御
放
念
被
下
度
候
扨
此
度
ハ
又
山
東
博
山
炭
ニ
関
す
る
詳
細
の
分
析
表
御
内
示
被
成
下
御
厚
情
千
萬
奉
感
謝
候
同
炭
の
価
値
ニ
就
而
ハ
我
海
軍
も
未
だ
確
た
る
判
断
を
致
兼
た
る
処
ニ
候
な
り
し
が
此
分
析
ニ
依
れ
ハ
我
海
軍
の
第
二
種
炭
と
第
三
種
炭
の
間
ニ
位
し
特
ニ
其
灰
分
多
量
な
る
ハ
一
大
欠
点
ニ
て
軍
艦
ハ
素
よ
り
商
船
も
余
り
歓
望
ハ
致
間
敷
候
得
ば
必
然
撫
順
炭
及
開
平
炭
ニ
圧
倒
さ
る
べ
く
と
豫
想
致
候
御
地
も
昨
今
炎
暑
之
季
と
相
成
り
た
る
事
と
存
候
当
地
は
未
だ
梅
雨
息
ま
ず
日
々
鬱
と
敷
相
暮
し
居
候
先
頃
御
帰
国
の
砌
ニ
ハ
不
幸
ニ
し
て
不
得
御
面
会
今
尚
ホ
残
念
ニ
存
居
候
何
卒
此
次
御
帰
東
の
砌
ニ
ハ
前
以
御
一
報
被
下
度
候
先
ハ
不
取
敢
御
礼
旁
寸
楮
如
斯
ニ
御
座
候
匆
々
頓
首
七
月
九
日
真
之
︵
安
喜
山
︶
塚
原
仁
兄待
史
秋山家書簡の紹介
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真
之
書
簡
︹
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
︺
四
月
二
五
日
2‒6
絶
而
久
敷
御
無
音
ニ
打
過
居
候
処
不
相
変
御
勇
健
御
精
励
之
段
欣
賀
此
事
ニ
御
座
候
次
に
小
生
先
頃
生
れ
て
初
度
之
疾
患
に
相
悩
候
処
幸
ニ
短
時
日
ニ
て
恢
復
最
早
元
気
倍
旧
致
居
候
間
乍
他
事
御
放
念
被
下
度
候
扨
又
此
度
ハ
練
習
艦
の
便
ニ
托
し
珍
菓
数
多
御
恵
贈
被
成
下
御
芳
情
千
万
奉
懇
謝
候
早
速
親
戚
等
ニ
分
配
し
拝
味
仕
候
貴
兄
の
御
役
勤
も
随
分
久
敷
候
ニ
就
而
ハ
折
々
ハ
東
京
へ
も
御
帰
り
あ
り
て
ハ
如
何
又
御
結
婚
ハ
最
早
相
済
候
哉
是
亦
小
生
の
常
ニ
留
念
致
居
る
処
に
御
座
候
先
日
不
図
森
恪
君
ニ
面
会
致
候
処
同
氏
も
不
相
変
活
動
致
し
居
ら
れ
為
邦
家
無
此
上
事
ニ
御
座
候
対
支
問
題
ニ
就
而
ハ
小
生
も
昨
今
大
分
奔
走
致
居
り
其
内
何
と
か
目
鼻
を
附
け
る
心
組
ニ
御
座
候
先
ハ
御
礼

不
取
敢
乱
筆
如
此
ニ
候
匆
々
頓
首
四
月
弐
十
五
日
真
之
塚
原
仁
兄
侍
史
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真
之
書
簡
︹
大
正
二
年
︵
一
九
一
三
︶
︺
七
月
一
〇
日
2‒7
塚
原
仁
兄
秋
山
真
之
拝
啓
頃
日
御
帰
京
之
由
欣
喜
此
事
ニ
御
座
候
本
日
御
電
話
被
下
候
處
丁
度
接
客
中
ニ
て
失
礼
仕
候
何
れ
其
後
の
御
高
談
も
承
度
候
ニ
就
而
ハ
御
閑
暇
ニ
も
相
成
候
得
は
随
時
御
出
掛
被
下
度
明
日
よ
り
役
所
も
正
午
退
庁
と
相
成
午
後
又
ハ
夜
分
ハ
大
抵
在
宅
致
居
候
若
し
御
枉
駕
も
被
下
候
得
ば
午
前
中
一
寸
と
御
電
通
相
願
置
候
匆
々
七
月
十
日
舌
代
小
生
是

軍
艦
日
進
ニ
坐
乗
致
居
候
処
都
合
ニ
拠
リ
明
日
よ
り
軍
艦
浅
間
ニ
転
乗
致
候
追
而
来
月
上
旬
全
戦
隊
と
共
ニ
呉
方
面
ニ
出
動
致
す
べ
く
右
青
山
秋
山
留
守
宅
へ
も
御
序
に
御
通
知
置
被
下
度
候
也
四
月
廿
三
日
真
之
嘉
一
郎
殿
真
之
書
簡
︹
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
︺
四
月
二
三
日
2‒9
真
之
葉
書
︹
大
正
六
︵
五
ヵ
︶
年
︺
三
月
二
九
日
2‒8小
生
本
日
軍
艦
日
進
ニ
転
乗
当
分
横
須
賀
ニ
泊
在
致
候
三
月
廿
九
日秋
山
真
之
秋山家書簡の紹介
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真
之
葉
書
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
五
月
二
四
日
2‒10小
生
ハ
歩
行
を
許
さ
る
ゝ

軽
快
致
候
処
季
事
昨
夕
来
俄
ニ
胃
痙
ノ
模
様
ニ
て
終
夜
相
苦
み
誠
ニ
閉
口
い
た
し
候
五
月
廿
四
日
真
之
葉
書
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
七
月
二
九
日
2‒12当
地
着
以
来
︵
気
分
ヵ
︶
季
の
□
□︵誠
ヵ
︶
も
□
に
宜
敷
此
様
子
な
れ
ハ
一
週
間
の
内に
一
円
全
快
可
致
と
存
候
真
之
真
之
葉
書
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
五
月
二
五
日
2‒11明
後
二
十
七
日
午
前
十
時
頃
退
院
と
決
定
致
候
間
右
様
御
承
知
被
下
度
候
五
月
廿
五
日
真
之
書
簡
︹
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶
︺
八
月
二
九
日
2‒13
舌
代
其
後
御
無
音
不
相
変
御
勇
健
何
よ
り
の
事
に
御
座
候
小
生
尓
来
別
異
無
シ
最
早
大
丈
夫
と
相
信
居
候
小
田
原
ニ
参
申
候
以
来
毎
日
閑
ニ
任
せ
書
画
を
試
み
何
時
か
御
注
文
の
鯉
一
尾
出
来
上
り
候
間
相
送
り
申
候匆
々
八
月
廿
九
日
真
之
嘉
一
郎
殿
佐賀県立図書館資料課 郷土調査担当
104
真
之
葉
書
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
九
月
四
日
2‒14小
生
明
五
日
帰
京
可
致
ニ
付
一
寸
御
報
致
置
候
也
四
日
秋
山
真
之
前
略
若
し
小
家
へ
電
話
の
御
用
あ
れ
ハ
隣
家
た
る
左
記
の
処
ニ
取
次
が
し
め
ら
れ
度
候芝
六
七
四
番
玉
川
屋
真
之
葉
書
︹
大
正
︺
六
年
︵
一
九
一
七
︶
九
月
二
六
日
2‒15
︹
真
之
書
簡
︺
︵
日
付
不
明
︶
2‒16
追
伸
一
︑
神
崎
伊
地
知
御
両
所
へ
も
宜
敷
御
風
声
被
下
度
御
願
候
二
︑
小
生
知
人
ニ
薬
用
と
し
て
人
参
を
非
常
ニ
珍
重
す
る
も
の
有
之
先
年
小
生
在
港
中
ニ
も
上
海
ニ
て
買
求
方
依
願
せ
ら
れ
西
洋
煙
草
を
軍
艦
ニ
売
込
ニ
来
る
某
日
本
人
︵
其
名
前
ヲ
知
ラ
ズ
︶
ニ
頼
み
城
内
ニ
て
中
等
品
二
弗
許
買
求
め
発
送
し
た
る
事
あ
り
右
知
人
又
人
参
を
取
寄
呉
れ
と
頼
み
来
り
候
ニ
就
而
ハ
若
し
出
来
得
れ
ハ
二
弗
許
御
買
入
之
上
小
生
宛
ニ
て
御
発
送
被
下
間
敷
哉
但
し
御
手
数
ニ
候
得
ば
思
出
さ
れ
た
る
時
ニ
て
宜
敷
又
御
忘
却
な
り
て
も
︵
マ
マ
︶
無
差
支
無
之
候
恐
縮
秋山家書簡の紹介
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民
子
書
簡
︹
大
正
五
年
︵
一
九
一
六
︶
︺
二
月
二
一
日
3‒1
其
後
は
御
無
沙
汰
相
変
ら
す
御
機
嫌
の
事
と
御
よ
ろ
こ
び
申
上
候
扨
追
々
と
御
出
発
の
日
も
近
く
相
成
り
さ
ぞ
〳
〵
御
忙
敷
き
事
と
御
察
し
申
上
候
家
の
事
は
未
た
き
め
不
申
白
金
方
面
か
当
青
山
の
近
く
か
何
れ
か
を
心
掛
け
居
候
得
共
今
よ
り
で
は
少
々
早
過
ぎ
る
と
︵
控
︶
存
じ
扣
へ
居
候
御
地
御
出
発
は
九
日
頃
の
由
信
の
町
よ
り
承
り
候
ゆ
え
そ
ろ
〳
〵
よ
き
家
を
た
づ
ね
さ
が
す
積
り
に
御
座
候
荷
物
の
着
其
他
の
事
も
有
之
べ
く
に
お
ち
つ
き
ま
づ
宅
へ
□
つ
き
其
上
に
て
万
事
御
き
め
の
方
宜
敷
と
存
居
候
白
城
も
目
下
神
戸
の
方
へ
転
じ
候
ゆ
え
御
帰
途
の
せ
つ
時
間
あ
ら
ば
停
車
場
へ
で
も
出
る
様
御
申
被
成
度
候
余
は
御
帰
京
の
上
に
て
万
々
申
上
べ
く
候
先
は
右

あ
ら
〳
〵
か
し
く
︵
八
カ
︶
二
月
二
十
一
日
母
よ
り
よ
し
子
様お
も
と
へ
民
子
書
簡
︵
日
付
不
明
︶
3‒2
拝
啓
昨
夜
は
健
子
な
か
〳
〵
御
邪
魔
申
上
候
今
朝
三
輪
田
氏
方
よ
り
電
話
に
て
返
事
有
之
候
大
正
四
年
十
一
月
の
卒
業
に
候
へ
ど
も
医
科
故
大
正
五
年
七
月
と
相
成
居
る
よ
し
に
御
座
候
右
の
由
返
事
あ
り
し
と
の
事
故
左
様
御
承
知
被
下
度
候
先
は
右
申
上
度
あ
ら
〳
〵
か
し
く
四
月
三
十
日
秋
山
内
塚
原
嘉
一
郎
様
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季
子
も
一
週
間
の
内
に
全
快
。
墨
書
葉
書
9.0
14.2
真
之
−
−
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-12
図
塚
原
0324
明
後
27日
午
前
退
院
決
定
。
墨
書
葉
書
9.0
(西
暦
)
(和
暦
)
請
求
記
号
内
容
用
筆
形
状
(cm
)
法
量
差
出
人
受
取
人
本
紙
日
付
年
号
N
o
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-14
図
塚
原
0004
「
舌
代
」。
注
文
の
鯉
一
尾
の
書
画
が
出
来
上
が
れ
ば
送
る
。
墨
書
書
簡
85.0
18.0
真
之
嘉
一
郎
殿
８
月
29日
1917
〔
大
正
６
年
〕
２
-13
図
塚
原
0327
18.4
好
古
嘉
一
郎
殿
10月
31日
1915
〔
大
正
４
年
〕
１
-１
横
縦
氏
名
氏
名
14.2
−
−
−
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-15
図
塚
原
0325
明
５
日
帰
京
。
墨
書
葉
書
9.0
14.2
秋
山
真
之
−
９
月
４
日
各
地
の
巡
視
と
秋
季
演
習
で
多
忙
。
墨
書
書
簡
98.0
18.0
好
古
嘉
一
郎
殿
11月
２
日
1916
〔
大
正
５
年
〕
１
-２
図
塚
原
0016
極
東
商
戦
の
好
機
で
あ
る
た
め
奮
励
す
る
よ
う
諭
す
。
墨
書
書
簡
161.0
２
ド
ル
ば
か
り
の
人
参
発
送
依
頼
。
上
海
在
の
塚
原
に
依
頼
し
た
も
の
カ
。
墨
書
書
簡
20.0
−
−
−
-
-
２
-16
図
塚
原
0326
電
話
連
絡
先
に
つ
い
て
の
連
絡
。
墨
書
葉
書
9.0
1917
〔
大
正
６
年
〕
１
-４
図
塚
原
0035
嘉
一
郎
へ
の
激
励
な
ど
。
墨
書
葉
書
9.0
14.2
秋
山
好
古
塚
原
嘉
一
郎
殿
３
月
20日
1917
大
正
６
年
１
-３
図
塚
原
0015
-
-
３
-２
図
塚
原
0018
帰
国
後
の
住
居
に
つ
い
て
の
連
絡
等
。
墨
書
書
簡
18.0
母
与
し
子
様
２
月
21日
1916
〔
大
正
５
年
〕
３
-１
図
塚
原
0011
14.2
秋
山
好
古
塚
原
よ
志
子
殿
４
月
29日
1917
大
正
６
年
１
-５
図
塚
原
0014
好
古
の
長
男
信
好
の
帰
京
等
に
つ
い
て
。
墨
書
書
簡
78.0
17.8
好
古
嘉
一
郎
殿
４
月
12日
図
塚
原
0006
三
輪
田
氏
か
ら
の
電
話
で
の
返
事
内
容
の
連
絡
。
墨
書
書
簡
18.4
秋
山
内
塚
原
嘉
一
郎
様
４
月
30日
真
之
の
危
篤
を
知
ら
せ
る
電
報
に
つ
い
て
の
返
書
。
墨
書
葉
書
9.0
14.2
秋
山
好
古
塚
原
嘉
一
郎
様
２
月
３
日
1918
大
正
７
年
１
-６
図
塚
原
0019
嘉
一
郎
弟
孫
一
が
満
洲
視
察
に
出
向
く
こ
と
等
に
つ
い
て
。
墨
書
葉
書
9.0
1928
昭
和
３
年
１
-８
図
塚
原
0013
真
之
私
語
の
家
計
に
つ
い
て
の
助
言
。
墨
書
書
簡
128.0
18.4
好
古
嘉
一
郎
様
３
月
28日
1918
〔
大
正
７
年
〕
１
-７
図
塚
原
0020
14.0
秋
山
好
古
塚
原
嘉
一
郎
殿
−
1928
昭
和
３
年
１
-９
図
塚
原
0036
賀
状
。
佳
肴
の
礼
と
近
況
等
。
墨
書
葉
書
9.0
14.2
秋
山
好
古
塚
原
嘉
一
郎
様
１
月
12日
賀
状
へ
の
返
信
。
篤
次
の
急
変
に
対
す
る
驚
き
と
励
ま
し
等
。
墨
書
葉
書
9.0
14.0
表
）
秋
山
好
古
裏
）
父
表
）
塚
原
嘉
一
郎
様
裏
）
嘉
一
郎
殿
／
よ
志
子
殿
１
月
４
日
1929
昭
和
４
年
１
-10
図
塚
原
0030
嘉
一
郎
弟
孫
一
が
松
山
に
滞
在
し
た
こ
と
の
報
告
等
。
墨
書
葉
書
9.0
1909
〔
明
治
42年
〕
２
-２
図
塚
原
0003
日
本
へ
の
発
送
依
頼
。
墨
書
書
簡
113.0
18.0
秋
山
真
之
塚
原
賢
台
４
月
20日
1909
〔
明
治
42年
〕
２
-１
図
塚
原
0017
18.0
秋
山
真
之
塚
原
仁
兄
８
月
26日
1909
明
治
42年
２
-３
図
塚
原
0029
六
神
丸
発
送
の
お
願
い
。
墨
書
書
簡
149.4
18.0
秋
山
真
之
(安
喜
山
・
印
）
塚
原
仁
兄
８
月
11日
山
東
炭
に
関
す
る
有
益
な
情
報
提
供
の
礼
、
そ
の
他
。
墨
書
書
簡
119.5
18.2
秋
山
真
之
塚
原
賢
台
２
月
12日
1910
〔
明
治
43年
〕
２
-４
図
塚
原
0001
六
神
丸
恵
送
の
礼
。
墨
書
書
簡
108.6
1913
〔
大
正
２
年
〕
２
-６
図
塚
原
0626
山
東
博
山
炭
に
関
す
る
分
析
結
果
情
報
提
供
の
礼
、
そ
の
他
。
墨
書
書
簡
131.2
18.0
秋
山
真
之
(安
喜
山
・
印
）
塚
原
仁
兄
７
月
９
日
1910
〔
明
治
43年
〕
２
-５
図
塚
原
0625
26.5
秋
山
真
之
塚
原
仁
兄
７
月
10日
1913
〔
大
正
２
年
〕
２
-７
図
塚
原
0005
疾
患
に
悩
ん
だ
こ
と
、
珍
菓
へ
の
礼
。
墨
書
書
簡
157.0
18.2
真
之
塚
原
仁
兄
４
月
25日
軍
艦
日
進
に
転
乗
し
当
分
横
須
賀
に
泊
在
。
墨
書
葉
書
9.0
14.2
秋
山
真
之
−
３
月
29日
1917
〔
大
正
〕６
？
年
２
-８
図
塚
原
0627
接
客
中
の
た
め
電
話
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
詫
び
、
そ
の
他
。
墨
書
書
簡
19.7
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-10
図
塚
原
0004
｢舌
代
」。
軍
艦
日
進
か
ら
浅
間
に
転
乗
。
青
山
留
守
宅
へ
も
御
通
知
置
被
下
度
候
也
。
墨
書
書
簡
84.6
18.0
真
之
嘉
一
郎
殿
４
月
23日
1917
〔
大
正
６
年
〕
２
-９
図
塚
原
0328
14.2
−
−
５
月
25日
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-11
図
塚
原
0323
病
状
は
歩
行
を
許
さ
れ
る
ま
で
軽
快
。
墨
書
葉
書
14.2
−
−
５
月
24日
秋
山
家
書
簡
・
葉
書
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
秋山家書簡の紹介
佐賀県立図書館資料課 郷土調査担当
107
〔大
正
６
(５
ヵ
)年
〕
２
-８
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
8.4
21.0
海
軍
々
令
部
秋
山
真
之
市
内
日
本
橋
区
/三
井
物
産
会
社
塚
原
嘉
一
郎
様
日
付
を
欠
く
ハ
ガ
レ
/2.7.10（
東
京
中
央
）
1913
〔
大
正
２
年
〕
備
考
開
封
方
法
用
筆
形
状
法
量
差
出
人
受
取
人
封
筒
日
付
消
印
日
付
消
印
年
N
o
1917
〔
大
正
６
年
〕
２
-９
-
墨
書
葉
書
-
-
秋
山
真
之
東
京
市
赤
坂
/青
山
北
町
四
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
殿
３
月
29日
6カ
.3.29（
横
須
賀
）
1917
１
-１
横
縦
住
所
氏
名
住
所
氏
名
(西
暦
)
(和
暦
)
6.5.24（
神
田
）
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-10
２
-13同
封
。
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
8.3
21.2
横
須
賀
秋
山
真
之
東
京
赤
坂
区
/青
山
北
町
四
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
殿
-
6.□
.24（
青
山
）
〔
大
正
５
年
〕
１
-２
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
8.4
21.2
東
京
青
山
南
町
六
丁
目
秋
山
好
古
支
那
上
海
三
井
洋
行
塚
原
嘉
一
郎
様
-
4.10.31（
青
山
）
1915
〔
大
正
４
年
〕
５
月
25日
6.5.25（
神
田
）
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-11
墨
書
葉
書
駿
河
台
病
院
秋
山
真
之
赤
坂
区
青
山
/北
町
四
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
殿
５
月
24日
1917
大
正
６
年
１
-３
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
7.9
19.8
朝
鮮
龍
山
官
邸
秋
山
好
古
東
京
青
山
北
町
三
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
様
-
5.11.2（
龍
山
）
/5.11.5（
青
山
）
1916
塚
原
嘉
一
郎
様
日
付
を
欠
く
6.7.29（
小
田
原
）
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-12
-
墨
書
葉
書
-
-
秋
山
真
之
赤
坂
区
青
山
/北
町
三
丁
目
(鉛
筆
で
三
・
六
八
番
地
の
後
筆
)
塚
原
嘉
一
郎
殿
-
1917
〔
大
正
６
年
〕
１
-４
-
墨
書
葉
書
-
-
朝
鮮
龍
山
秋
山
好
古
東
京
青
山
北
町
三
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
殿
(３
月
20日
)
6.3.30（
龍
山
）
２
-13
-
墨
書
葉
書
-
-
箱
根
強
羅
館
秋
山
真
之
東
京
赤
坂
区
/青
山
北
町
三
丁
目
(４
月
29日
)
6.4.28
1917
大
正
６
年
１
-５
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
7.9
19.7
-
好
古
-
嘉
一
郎
殿
-
秋
山
真
之
赤
坂
区
青
山
/北
町
三
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
殿
４
日
6.9.4（
小
田
原
）
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-14
２
-９
同
封
。
墨
書
書
簡
塚
原
嘉
一
郎
様
(２
月
３
日
)
7.2.3（
白
河
）
1918
大
正
７
年
１
-６
-
墨
書
葉
書
-
-
朝
鮮
龍
山
秋
山
好
古
東
京
青
山
北
町
三
丁
目
塚
原
よ
志
子
殿
秋
山
真
之
赤
坂
区
青
山
北
町
/三
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
殿
日
付
を
欠
く
6.9.26（
渋
谷
）
1917
〔
大
正
〕６
年
２
-15
-
墨
書
葉
書
-
-
-
塚
原
嘉
一
郎
様
-
-
1918
〔
大
正
７
年
〕
１
-７
-
墨
書
葉
書
-
-
白
河
ホ
テ
ル
秋
山
好
古
東
京
青
山
北
町
三
丁
目
日
付
を
欠
く
-
-
-
２
-16
-
墨
書
葉
書
-
-
秋
山
好
古
東
京
青
山
北
町
三
丁
目
塚
原
嘉
一
郎
様
(１
月
12日
)
3.1.12（
松
山
）
1928
昭
和
３
年
１
-８
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
8.4
20.8
-
秋
山
好
古
東
京
青
山
南
町
秋
山
民
子
支
那
上
海
/三
井
洋
行
塚
原
よ
し
子
様
２
月
28日
5.2.28（
青
山
）
/
4.3.16（
S
H
A
N
G
H
A
I）
1916
〔
大
正
５
年
〕
３
-１
墨
書
書
簡
松
山
市
秋
山
好
古
東
京
青
山
北
町
三
丁
目
六
四
塚
原
嘉
一
郎
殿
-
3.4.26（
松
山
）
1928
昭
和
３
年
１
-９
-
墨
書
葉
書
-
-
松
山
市
書
簡
秋
山
民
子
塚
原
嘉
一
郎
様
４
月
30日
-
-
-
３
-２
墨
書
書
簡
-
松
山
市
秋
山
好
古
東
京
市
青
山
北
町
三
丁
目
六
三
塚
原
嘉
一
郎
殿
(１
月
４
日
)
4.1.4（
松
山
）
1929
昭
和
４
年
１
-10
-
墨
書
葉
書
-
-
墨
書
8.4
22.6
鎮
江
碇
泊
/軍
艦
音
羽
秋
山
真
之
清
国
上
海
/三
井
物
産
会
社
塚
原
嘉
一
郎
様
-
ハ
ガ
レ
1909
〔
明
治
42年
〕
２
-１
-
墨
書
葉
書
-
書
簡
-
-
1909
〔
明
治
42年
〕
２
-２
上
切
(手
)
墨
書
書
簡
墨
書
書
簡
7.9
20.1
佐
世
保
軍
港
/
軍
艦
音
羽
秋
山
真
之
清
国
上
海
/三
井
物
産
支
店
塚
原
嘉
一
郎
様
-
42.8.27（
佐
世
保
）
/
09.8.31（
S
H
A
N
G
H
A
I）
1909
明
治
42年
２
-３
-
墨
書
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
8.3
21.0
横
須
賀
軍
港
/
軍
艦
橋
立
秋
山
真
之
清
国
上
海
/三
井
物
産
会
社
塚
原
嘉
一
郎
様
日
付
を
欠
く
ハ
ガ
レ
1910
〔
明
治
43年
〕
２
-４
上
切
(ハ
サ
ミ
)
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
8.4
20.5
佐
世
保
軍
港
/
軍
艦
出
雲
秋
山
真
之
清
国
上
海
/三
井
物
産
支
店
塚
原
嘉
一
郎
様
日
付
を
欠
く
10.7.10（
JA
P
A
N
）
/
13.7.10（
SH
A
N
G
H
A
I/I・
J・
P
・
O
）
1910
〔
明
治
43年
〕
２
-５
２
-７
上
切
(ハ
サ
ミ
)
墨
書
書
簡
8.8
22.2
東
京
/海
軍
々
令
部
秋
山
真
之
清
国
上
海
/三
井
物
産
会
社
塚
原
嘉
一
郎
殿
-
13.5.1（
S
H
A
N
G
H
A
I）
1913
〔
大
正
２
年
〕
２
-６
封
筒
